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新

た

な

「
日

常

」

を

求

め

て
会
長

井
上
　
　清

「
日

常

」

と

は

、

広

辞

苑

に

よ

る

と

「
つ

ね

ひ

ご

ろ

」
　
　「

ふ

だ

ん

」
　
「
平

常

」

「
平
生
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
今
年
、

前
半
の
生
活
を
振
り
返
る
と
、
二
月
に

中
国
・
武
漢
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
の
発
生
が
報
じ
ら
れ
て
以
来
、
国

内
外
の
発
生
数
や
様
々
の
「
日
常
」
が

異
な
る
有
様
に
接
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

入
間
地
区
退
職
校
長
会
も
予
定
し
て

い
た
諸
行
事
の
見
直
し
を
図
り
、
五
月

九
日
に
飯
能
市
で
予
定
し
て
い
た
定
期

総
会
を
中
止
し
た
。

た
だ
い
た
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。

新
入
会
員
は
三
〇
名
を
数
え
、
今
回

予
定
し
て
い
た
「
新
入
会
員
交
流
の
集

い
」

も
中
止
と
な
り
、
代
替
措
置
と
し

て
会
報
「
い
る
ま
」
に
氏
名
を
掲
載
し
た
。

更
に

「
彩
の
国

・
教
育
の
日
協
賛
　

教

育
推
進
研
究
協
議
会
」
も
会
員
並
び
に

現
職
校
長
の
命
と
健
康
を
守
る
重
大
性

か
ら
中
止
と
な
っ
た
。
当
日
、
発
表
を

予
定
し
て
い
た
三
名
の
方
々
に
は
会
報

「
い
る
ま
」
で
の
紙
上
発
表
の
形
を
取

ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
分
散
登
校
や

机
の
間
隔
を
開
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
お
互

い
の
健
康
と
安
全
を
守
る
な

ど
現
場
で

の
苦
労
は
大
変
の
よ
う
で
あ

る
。
コ

ロ
ナ
禍
は
、

い
つ
終
息
す
る
か

わ
か
ら

な
い
。
半
年
後
は
今
以
上
に
深

刻
に
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ

の
苦
難
の
中
か
ら
「
三

密
を
避
け

る
工
夫
」
　「
マ
ス
ク
の
着
用
」

「
手
を
洗
う
」
な
ど
の
生
活

が
定
着
し

て
き
て

い
る
。
お
互
い
に
感
染
対
策
を

施
し
て
安
心
を
得
る
と
い
う
社
会
常
識

が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
社
会
的
に
は

Ｔ
ア
レ
ワ
ー
ク
」

や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」

な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
活
用
が
情
報
化
社
会
に
欠

か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
た
。
身
近
に
週
四
日
在

宅
勤
務
と
か
週
一
回
の
出
社
で
勤
務
し

た
こ
と
に
な
る
な
ど
で
あ
る
。
距
離
を

置

い
て
の
仕
事
の
普
及
は
新
し

い
日
常

を
生
ん
だ
。
最
後
に
、
一
刻
も
早

い
ワ

ク
チ
ン
の
出
現
を
望
む
。

新

学

習

指

導

要

領

の

実

施

～
質
の
高
い
学
び
の
実
現
を
目
指
し
て
～

西
部
教
育
事
務
所
長
　
福
島
　
み
ど
り

入

間

地

区

退

職

校

長

会

の

皆

様

に

は

、
日

頃

、

入

間

地

区

の

教

育

の

充

実

・

発

展
の
た
め
に
、
多
大
な
る
御
支
援
・
御

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
学
び
の
保
障
を
両
立
す
べ
く
、
創

意
工
夫
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
学
校
再
開
後
の
子
供
た
ち

の
笑
顔
に
、
日
々
、
様
々
な
教
育
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
有
難
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
と

っ
て
、
学
校
が
よ
り
豊
か
な
学
び
の
場

と
な
る
よ
う
、
巾
町
村
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
、
第
三
期
埼
玉
県
教

育
振
興
基
本
計
画
が
二
年
目
と
な
り
ま

す
。「
豊
か
な
学
び
で
　
未
来
を
拓
く
埼

玉
教
育
」
を
基
本
理
念
と
し
、
県
民
の

誰
も
が
参
画
し
得
る
生
涯
を
通
じ
た
多

様
な
学
び
で
、
人
生
や
社
会
の
未
来
を

切
り
拓
く
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
が
、

小
学
校
は
今
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
来

年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。
子

供
た
ち
が
学
習
内
容
を
深
く
理
解
し
、

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
よ
う
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
西
部
教
育
事
務
所
と
し

ま
し
て
も
学
校
訪
同
等
を
通
し
て
、
各

学
校
の
取
組
を
支
援
し
、
一
人
一
人
の

学
力
を
確
実
に
伸
ば
す
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
を
推
進
し
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
子
供
だ
ち
と
向
き
合
い
、
質
の

高
い
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

退
職
校
長
会
の
皆
様
に
は
、
長
年
培

わ
れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
も
と
に
、

今
後
と
も
多
岐
に
わ
た
り
御
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
入
間
地
区
退
職
校
長
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
二
年
度
定
期
総
会

～
コ
ロ
４

の
中
７
～

入
間
地
区
退
職
校
長
会
幹
事
長
　
　
柳
　
柴
治

二
月
に
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
基
本
方
針
、
三
月
に
全

国
一
斉
の
学
校
休
校
、
四
月
に
は
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
外
出
の
自
粛

要
請
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
三
密
の
回
避
や
飛
沫
感

染
の
予
防
が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
、

多
人
数
が
集
ま
る
会
議
で
の
感
染
リ
ス

ク
を
心
配
し
、
会
員
の
皆
様
の
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
四
月

三
日
の
新
旧
理
事
会
と
五
月
九
日
「
マ

ロ
ウ
ド
イ
ン
飯
能
」
で
の
総
会
を
中
止三密避けての本部役員会

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
ご
準
備
し

て
い
た
だ
い
た
飯
能
班
実
施
委
員
の
皆

様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
総
会
中
止
に
伴
う
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
本
部
会
で
検
討
し
た
結
果
、

二
月
こ
一
日
の
理
事
会
で
総
会
の
各
議
案

等
に
つ
い
て
は
、
審
議
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
会
代
替
措
置
と

し
て
、
左
記
の
対
応
を
実
施
す
る
こ
と

で
令
和
二
年
度
の
総
会
に
代
え
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

①
総
会
要
項
を
代
議
員
に
配
布
し
、
各

議
案
に
つ
い
て
意
見
を
募
る
。

②
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
本
部
会
で
協

議
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
総
会
要
項
を

修
正
す
る
。

③
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
代

議
員
に
回
答
す
る
。
各
議
案
の
議
決

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
代
議
員
に
報

告
す
る
。
ま
た
、
議
案
の
議
決
に
つ

い
て
は
、
本
部
会
で
協
議
の
上
、
会

長
一
任
の
了
承
を
得
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
六
月

五
日
に
本
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
で
は
、
オ
ー

新 会 員 紹 介 尚

＼∧　レ　①30名(敬称略)

年度令和２

班 �氏　　　　ネ ��班 �氏　　　　ネ

川　越 �長 渾 和 明 ��越　生 �青 柳　 高

川　越 �宮 崎　 厚 ��越　生 �北 川 直 也

川　越 �小 林　 晃 ��坂　戸 �武 藤 篤 美

川　越 �市 村　 剛 ��鶴ヶ島 �高 沢 佳 弘

川　越 �落 合 康 男 ��鶴ヶ島 �小 峰 貞 夫

川　越 �内 藤　 隆 ��人　間 �吉 川 克 巳

川　越 �田 中　 潔 ��人　間 �中 田 一一 平

狭　山 �尾 部 栄 一 ��入　間 �広 田 和 美

所　沢 �吉 田 和 生 ��人間東部 �川 勝 義 彦

所　沢 �野 潭 和 也 ��入間東部 �矢 武 直 人

所　沢 �喜多川 通代 ��入間東部 �松 尾 和 人

所　沢 �石 川 文 典 ��入間東部 �佐 藤 和 秀

所　沢 �田 中 和 貴 ��入間東部 �千代田　 栄

飯　能 �山 下 屏 一 ��入間東部 �斉 藤　 実

飯　能 �平 沼　 尚 ��入間東部 �小 林 一 康

ル
入
間
で
実
施
し
た
県
総
会
、
新
入
会

員
交
流
の
集
い
、
入
間
地
区
会
員
名
簿

の
作
成
等
。
決
算
報
告
で
は
、
地
区
振

興
費
の
百
円
増
額
等
。

令
和
二
年
度
役
員
承
認
。
事
業
計
画

案
で
は
、
総
会
開
催
曜
日
を
金
曜
日
か

ら
土
曜
日
午
後
へ
の
変
更
。
教
育
推
進

研
究
協
議
会
開
催
曜
日
は
、
金
曜
日
か

ら
火
曜
日
へ
変
更
。
予
算
案
で
は
、
経

費
節
減
に
努
め
る
等
。
各
議
案
を
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
会
長
よ
り
原
案
通

り
可
決
す
る
旨
の
発
言
が
あ
り
、
令
和

二
年
度
総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和
二
年
度
の
事

業
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

・
新
入
会
員
交
流
の
集
い

・
会
員
研
修
及
び
親
睦
旅
行

・
教
育
推
進
研
究
協
議
会
準
備
会

・
教
育
推
進
研
究
協
議
会
は
誌
上
発
表

と
し
て
会
報
「
い
る
ま
」
に
掲
載
予
定

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
今
後
も
本

会
の
充
実
発
展
に
努
め
る
所
存
で
す
。
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号　数 �発行年月 �会員数 �会 長 名 �研修旅行（行き先・参加者数）� 作 品 の 窓

創刊号　

※1 �

平成　15.3�560 �安永 郁郎 �天橋立・兼六園　　　　30 名

○以後２泊３日で７月に実施 �

俳句・短歌

2　※2 �15.9 �578 � μ �利尻島・礼文島　　　　40 名 �俳句

３ �16.3 �� μ ��俳句

４ �16.9 �579 �小鹿野芳壽 �上高地・穂高岳　　　　44 ネ �短歌

５ �17.3 �� μ ��川柳

６ �17.9 �597 � μ �三内丸山遺跡・白神山地　44 名 �詩

７ �18.3 ��77 ��短歌

8　※3 �18.9 �589 � μ �知床半島・釧路湿原　　53 ネ �俳句

９ �19.3 �� μ ��短歌

10 �19.9 �605 � μ �高野山・熊野古道　　　48 ネ �詩

11　※4 �20.3 �� μ ��俳句・短歌

12 �20.9 �626 � μ �石見銀山・秋吉台　　　50 名 �童話

13 �21.3 �� μ ��児童俳句

Ｈ �21.9 �653 � μ �国東半島・吉野ヶ里遺跡44 名 �俳句・短歌

15 �22.3 �� μ ��写真

16　※5 �22.9 �670 � μ �松山城・足摺岬　　　　37 ネ �絵画

17　※6 �23.3 ��77 ��俳句・短歌・川柳

18 �23.9 �678 �鈴木 秀昭 ��折り紙人形・書

19 �24.3 �� μ �箱根・西伊豆　　　　　28 名O11

月に ∩白２日で実施 �

東部班作品展

20 �24.9 �692 � μ �小樽・函館　　　　　　34 名 �俳句・短歌・川柳

21 �25.3 �� μ ��漢詩

22 �25.9 �704 � μ �小豆島・鳴門海峡　　　27 ネ �写真

23 �26.3 �� μ ��俳句・短歌・川柳

24　※7 �26.9 �714 � μ �富士山・三保の松原　　40 名 �工芸・書

25 �27.3 �� μ ��所沢班作品展

26 �27.9 �711 �塩原　勇 �浄土平・塩屋埼灯台　　34 名 �短歌

27 �28.3 �� μ ��絵画

28 �28.9 �707 � μ �筑波山・予科練平和記念館　　

28 名 �

写真

29 �29.3 �� μ ��俳句

30 �29.9 �704 �井上　清 �浜名湖・井伊谷　　　　28 名 �絵画

31　※8 �30.2 �� リ ��俳句・短歌

32 �30.9 �714 � μ �上田城・松代地下壕　　25 名 �写真

33 �31.2 �� リ ��絵画

34 �令和元.9 �720 � μ �鋸山・野島埼灯台　　　26 ネ �俳句・川柳

35 �2.2 �� μ ��写真

36　※9 �2.10 �720 � μ �(新型コロナウィルス感染拡大の

ため中止) �

書

※1 B5判６頁、編集委員６名
※3 今号より現職校長にも配布

※5 今号よりB5 判をA4 判に改める
※7 今年度より研修旅行は目白２日に改める
※9 今号のみ10 月１日発行

※2 今号より年２回(9月・２月)発行

※4 文芸欄を｢ 作品の窓｣ に改める

※6 今号より８頁に改める
※8 今号より２月１日発行

(文責　比留間 英雄)
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会
　
　
員

の

鯉

釣

り
と

ギ

タ

ー
を
楽

し

む

川
越
　
高
野
明
夫

趣
味
は
鯉
釣
り
と
ギ
タ
ー
。
鯉
釣
り

は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
遠
征
。
捜
索

願
が
出
さ
れ
な
い
程
度
に
湖
や
川
で
車

中
泊
。
こ
れ
ま
で
の
記
録
は
、
青
魚
の

一
四
五
セ
ン
チ
と
鯉
の

Ｉ
〇
二
石

ン
チ
、

釣
り
バ
カ
が
止
ま
ら
な
い
。

ギ
タ
ー
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
歌
謡
曲
、

映
画
音
楽
、
童
謡
な
ど
を
練
習
。
毎
年

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
公
民
館
の
高
齢

者
講
座
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
。
自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
と
の
か
か
わ
り
が
多
い
昨
今
、
健

康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
趣
味
を
満
喫
し

て
い
る
。
す
べ
て
の
出
会
い
に
感
謝
。

「
総
じ
て
人
生
は
短
い
。
だ
か
ら
ラ

ン
プ
の
消
え
ぬ
間
に
生
を
楽
し
め
よ
」

や
り
た
い
こ
と
を
や
り
な
さ
い
。
後
で

後
悔
し
な
さ
ん
な
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

医
師
・
小
説
家
で
も
あ
っ
た
ア
ル
チ
ュ

ー
ル

ー
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
言
葉
に
思

い
を
寄
せ
て
。

新

し

い
生

活

狭
山
　
江
原
昭
二

校
長
を
退
職
し
て
五
年
、
再
任
用
も

終
わ
り
、
今
年
度
か
ら
完
全
に
仕
事
か

ら
離
れ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

声
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
制
限
の
あ
る
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
何
を
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
ゴ
ツ

ゴ
ツ
と
や
り

た
い
の
だ
が
、
人
と
の
接
触
を
控
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
十
分
で
き
な
い
。

そ
こ
で
家
庭
の
中
に
い
る
時
間
を
充

実
し
た
い
と
考
え
「
男
の
料
理
」
を
始

め
た
。
以
前
か
ら
少
し
は
や
っ
て
は
い

た
が
、
頑
張
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
ば
や
う
ど
ん
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
パ

ス
タ
な
ど
作
っ
て
み
る
と
奥
は
深
い
。

し
か
も
、
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で

や
り
が
い
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
厄
介

な
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
い

の
か
課
題
も
多
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
注
意
し
て
前
向
き
に
生
活
し
て
い

き
た
い
。

交
流
サ
ロ
ン
の
運
営
に
関
わ
っ
て

日
高
　
鯉
沼
文
夫

退
職
し
て
か
ら
八
年
。
現
在
、
退
職

後
に
携
わ
っ
た
社
協
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、
地
元
め
交
流
サ
ロ
ン
活
動
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
る
。

月
一
回
、
第
二
日
曜
日
に
開
催
。
合

唱
・
健
康
体
操
・
そ
ば
づ
く
り
な
ど
、

健
康
増
進
や
趣
味
・
教
養
を
高
め
る
活

＼

動
を
と
お
し
て
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
て
お
り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
る
。

男
性
の
割
合
が
高
く
、
活
動
内
容
が

多
彩
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
他
地

区
に
な
い
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
の
防
災
活
動
支
援
に
つ
な
が
る

事
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

た
め
に
こ
の
活
動
は
休
止
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
み
ん
な
の
笑
顔
を
思
い
出
し
、

サ
ロ
ン
の
意
義
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
、
よ
り
充
実

し
た
サ
ロ
ン
運
営
に
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

囲
碁

・
畑

・
卓
球坂
戸
　
小
島
　
勉

退
職
し
て
十
三
年
目
に
入
り
、
今
は

囲
碁
の
日
、
畑
の
日
、
卓
球
の
日
と
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

囲
碁
を
熱
心
に
や
り
始
め
た
の
は
退

職
後
で
す
。
あ
る
公
民
館
に
は
、
埼
玉

県
で
囲
碁
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
先

生
が
い
て
、
熱
心
に
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
す
が
、
私
は
な
か
な
か
強
く
な
れ
ま

せ
ん
。
畑
は
、
週
に
三
日
間
ほ
ど
や
っ
て
い

ま
す
。
作
っ
て
い
る
物
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
サ
ト
イ
モ
、
ス
イ
カ
等
々
で
す
。

雑
草
取
り
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
収

穫
で
き
た
と
き
に
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。

特
に
ス
イ
カ
は
、
孫
の
所
に
持
っ
て
行

く
と
大
喜
び
で
食
べ
ま
す
。

卓
球
は
、
体
を
鍛
え
る
つ
も
り
で
や

っ
て
い
ま
す
が
、
長
い
休
憩
時
間
に
話

の
花
が
咲
き
毎
回
大
笑
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
こ
と
は
、
ど
れ
も
人
間

関
係
を
大
事
に
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

校

長
は
、
幸

運
で
な
け

れ
ば
：

所
沢
　
吉
田
和
生

学
校
現
場
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
に
、
今
こ
そ
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
前
埼
玉
県
教
育
長
の
関

根
先
生
が
、
あ
る
業
界
紙
に
新
任
校
長

に
む
け
て
「
提
言
」
を
載
せ
て
い
ま
し

た
。内
容
は
、
校
長
と
し
て
の
衿
持
を
ど

う
持
つ
か
。
愉
快
を
忘
れ
な
い
。
人
を

嫌
わ
な
い
。
幸
運
で
い
る
に
は
、
努
力

が
必
要
で
あ
る
。
人
は
変
え
ら
れ
な
い

が
、
変
わ
り
得
る
と
信
じ
る
努
力
を
続

け
る
な
ど
、
ど
れ
も
校
長
と
し
て
含
蓄

の
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
を
私
の
拙

い
校
長
職
に
あ
て
て
み
る
と
「
校
長
は
、

幸
運
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
今
一

番
心
に
沁
み
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
、
生
徒
・
保
護
者
な
ど
多
く
の

方
に
恵
ま
れ
、
本
当
に
「
幸
運
」
で
し

た
。
こ
こ
で
今
ま
で
い
た
だ
い
た
「
幸

運
」
に
感
謝
し
、
お
礼
を
伝
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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バ
ン
コ
ク
で
の
小

学
校

理
科
授
業

入
間
東
部
　
清
水
　
修

現
役
時
代
は
中
学
校
理
科
を
担
当
し

ま
し
た
。
退
職
後
は
在
外
教
育
施
設
へ

の
派
遣
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
小
学
生

と
理
科
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
得
ま
し
た
。

小
学
理
科
は
中
学
に
比
べ
議
論
に
時

間
を
割
く
こ
と
が
で
き
、
子
供
だ
ち
と

の
楽
し
い
時
間
を
作
り
出
せ
ま
す
。「
理

科
の
理
は
理
由
の
理
、
理
科
は
根
拠
を

考
え
る
教
科
だ
」
を
目
標
に
授
業
を
進

め
ま
し
た
。
同
じ
結
論
で
も
根
拠
が
違

え
ば
別
の
意
見
だ
！
と
言
い
続
け
、
子

供
た
ち
の
発
表
を
促
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
ト
ー
ク
番
組
の
よ
う
な
楽

し
い
時
間
を
目
指
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
討
議
や
個
人
発
表
を
取
り
入
れ
た
授

業
は
、
科
学
的
思
考
力
を
高
め
る
一
方

策
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

苦
戦
続
き
の
三
年
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
経
験
を
生
か

し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
追
求
す
る
理
科
授

業
の
実
現
に
近
づ
け
た
日
々
で
し
た
。

更
生
保
護
活
動
の
充
実
の
た
め
に

入
間
　
細
谷
克
巳

私
は
、
定
年
退
職
し
た
五
月
か
ら
保

護
司
を
依
頼
さ
れ
、
八
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
日
々
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安

全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
の
た
め
、
更

生
保
護
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
司
と
し
て
の
活
動
は
、
年
二
回

の
全
国
の
刑
務
所
の
視
察
研
修
で
す
。

そ
こ
で
は
犯
罪
状
況
や
社
会
復
帰
を
目

指
す
人
た
ち
の
具
体
的
援
助
方
法
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
な
地
区
の
情
報
交
換
の
た
め
の

会
議
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
で
の
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
等
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。再
犯
率
の
高
い
状
況
下
の
中
、
社
会

復
帰
後
に
一
人
で
も
多
く
自
律
し
た
社

会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
持
続
可
能
な

就
労
へ
の
助
言
や
援
助
活
動
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
自
治
会
で
は
、
昨
年
自
治
会
長

を
務
め
地
域
の
安
全
や
発
展
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
住
民
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
任
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

新

た

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

所
沢
　
草
村
久
美
子

退
職
し
て
二
年
目
の
今
年
の
四
月
、

私
は
防
衛
医
大
の
院
内
学
級
（
通
称
「
ひ

ま
わ
り
学
級
」
）
の
担
任
と
し
て
所
沢
市

立
中
央
中
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
。

小
児
科
に
入
院
し
て
い
る
中
学
生
の

様
々
な
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
退

院
後
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
仁
戻
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
全
教
科
と
自
立
活
動
の
授

業
を
行
う
の
で
す
が
、
そ
の
日
の
体
調

に
よ
っ
て
は
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
学
習
を
進
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
な
ど
に
務
ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、

医
師
や
看
護
師
さ
ん
、
保
護
者
や
原
籍

校
の
先
生
方
、
そ
し
て
病
気
や
怪
我
を

克
服
し
よ
う
と
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
生

徒
達
に
支
え
ら
れ
て
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

自

粛

の
日
々
が
続

く

中

、
光

が

飯
能
　
市
川
　
進

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
、
歌
声
喫
茶

で
の
演
奏
や
「
狭
山
市
学
童
保
育
室
を

支
え
学
ぶ
会
」
の
活
動
、
講
演
活
動
が

二
月
で
す
べ
て
休
止
、
じ
っ
と
我
慢
の

日
々
で
あ
る
。
仲
間
と
の
活
動
や
、
歌

声
を
一
緒
に
す
る
お
客
様
と
の
交
流
の

素
晴
ら
し
さ
を
今
更
の
よ
う
に
感
じ
る

日
々
で
あ
る
。

こ
の
自
粛
を
逆
手
に
取
り
、
実
家
の

母
へ
の
親
孝
行
を
週
三
日
間
に
し
た
。

こ
の
八
月
で
白
寿
と
な
り
、
秩
父
で
の

一
人
暮
ら
し
を
頑
張
っ
て
い
る
。
な
ん

と
も
そ
の
力
に
敬
服
し
て
し
ま
う
。

残
り
の
四
日
間
は
毎
日
一
〇
牛
口
の

ゆ
っ
く
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
ノ
ル
マ
に
し

て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
妻
の
実
家

の
庭
師
見
習
い
の
よ
う
な
こ
と
も
始
め

て
み
た
。

そ
ん
な
中
、
人
権
教
育
研
修
会
講
師

の
お
話
を
今
年
も
頂
い
た
。
『
人
権
教

育
語
り
と
歌
』
。
も
う
少
し
続
け
た
い
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た
め
に

川
越
　
小
林
　
晃

本
年
度
よ
り
、
本
会
の
お
仲
間
に
加

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

退
職
当
初
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
り
、

退
職
初
日
の
自
分
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

鮮
明
な
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

退
職
後
の
最
初
の
土
曜
日
、
四
月
四
日

の
朝
、
今
ま
で
ず
っ
と
頭
の
片
隅
に
あ

っ
た
何
か
が
な
く
な
り
、
す
っ
き
り
し

た
感
覚
を
味
わ
っ
た
時
に
初
め
て
「
退

職
」
を
実
感
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
の
間
、
学
校
教
育
に
関
わ

る
機
会
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
「
あ
い
う

え
お
（
愛
・
命
・
運
・
縁
・
恩
）
の
大

事
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
、
第
二
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
康
の
保
持

増
進
を
は
じ
め
、
豊
か
な
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
ヘ
の
ご
指
南
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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班

だ

よ

り

退
職

校
長

会

の
活

動

と
課

題

坂
戸
班
　

小
川
　

孝

本
年
度
は
、
一
名
の
新
会
員
を
加
え

て
六
六
名
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
。
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
蔓
延

の
た
め
総
会
は

書
面
審
議
と
な
り
、
役
員
会
も
中
止
と

な
る
令
和
二
年
度
の
ス
タ
ー
ト
。
本
市

退
職
校
長
会
一
年
の
主
な
行
事
と
課
題

に
つ
い
て
述

べ
る
。

二

）
総
会
。
例
年
四
月
下
旬
に
実
施

総
会
後
懇
親
会
を
行

い
、
親
睦
を
深
め

て
い
る
が
、
参
加
者
が
固
定
し
、
参
加

者
が
増
え
な
い
こ
と

が
課
題
。

（
二
）
現
職
校
長
会
と
の
教
育
懇
話
会
。

こ

の
行
事
は
既
に
三
十
数
回
を
重
ね
、

毎
年
六
月
下
旬
に
開
催
。
当
日
は
市
教

育
長
よ
り
坂
戸
市

の
教
育
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
の
講
話
後
、
中
学
校
区
ご

と
に
集
ま
り
、
懇
親
を
深
め
懇
談
。
退

職
後
の
会
員
に
と
っ
て
坂
戸
市
小
・
中

学
校
の
現
状
等
を
理
解
す
る
大
切
な
機

会
と
な
っ
て

い
る
。
退
職
校
長
会
に
と

っ
て
年
間
の
大
き
な
行
事
の
ひ
と
つ
。

（
三
）
　一
泊
研
修
旅
行
。
例
年
九
月
上

旬
に
実
施
。
昨
年
は
名
古
屋
城
、
岐
阜

城
、
大
山
城
等
の
見
学
。
夜
は
長
良
川

温
泉
に
宿
泊
。
十
数
名
参
加
。
北
部
班

の
校
長
会
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
二
十
年
以
上
続

い
て

い
る
行
事
。

（
四
）
日
帰
り
の
史
跡
巡
り
。
例
年
三

(犬山城にて)研修旅行

月
実
施
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
中

止
。
旅
行
担
当
の
負
担
軽
減
と
会
員
の

要
望
等
に
よ
り
、
本
年
度
よ
り
泊
を
伴

う
旅
行
と
日
帰
り
史
跡
巡
り
を
隔
年
で

実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
五
）
役
員
会
は
年
に
三
回
。
会
長
、

副
会
長
、
顧
問
、
理
事
、
幹
事
の
二
十

三
名
で
構
成
。
県
、
入
間
地
区

の
報
告

や
各
種
行
事
、
今
後
の
退
職
校
長
会
の

在
り
方
等

に
つ
い
て
協
議

。

（
六
）
今

後
の
課
題
と
し
て
、
会
員
相

互
の
研

修
機
会
の
設
定
。
市
内
で
退
職

し
た
方
に
加
入
し
て
も
ら
う
働
き
か
け

の
工

夫
。
今
後
の
退
職
校
長
会
の
在
り

方
、
進
め
方
等
知
恵
を
出
し
合
い
進
め

て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

事

業
中

止

の
中

で
所
沢
班
　

鈴
木
良
明

六
月
九
日
所
沢
駅
東
口
、
朝
七
時
四

十
五
分
。
十
年
ぶ
り
で
新
潟
県

（
湯
田

上
温
泉
）
　ヘ

ー
泊
二
日
の
「
け
や
き
会
」

親
睦
旅
行
の
バ
ス
出
発
。

コ
ン
ビ
ニ
で
お
酒
類
を
購
入
。
会
長

の
挨
拶
後
、

「
楽
し
い
二
日
間
を
！
」

と
乾
杯
。
「
差
し
入
れ
大

歓
迎
」

の
案

内
に
応
え
て

い
た
だ

い
た
日
本
酒
、
ワ

イ
ン
、
お
つ
ま
み
等
を
味
わ

い
な
が
ら

盛
り
上

が
り
、
六
日
町

の
ホ
テ
ル
で
改

め
て
乾
杯

・
昼
食
。
「
朝
日
酒

造
」
見

学
・
試
飲
。
早
め
の
到
着
で
温
泉
を
楽

し
み
、
午
後
六
時
か
ら
大
宴
会
。
お
銚

子
が
ず
ら
り
と
並
び
始
め
、
恒
例
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
と
ダ
ン
ス
。
二
次
会
で
楽

し

い
一
時
を
過
ご
し
て
夢
の
中
へ
。

朝
風
呂
で
昨
夜
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
流

し
、
朝
食
で
一
杯
。
通
称

「
魚
の
ア
メ

横
」
寺
泊
、
泳
ぐ
宝
石
錦
鯉
発
祥
の
地

「
錦
鯉
の
里
」
　へ
。
乾
杯
し
て

「
へ

ぎ

そ
ば
」
を
味
わ
い
、
一
路
所
沢
へ
。
飲

ん
で
、
食

べ
て
、
笑
っ
て
明
日
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
す
る
二
日
間
の
予
定

で
し
た

が
、
来
年
度
へ
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
収
ま
ら
な
い
中
、
拡
大
防
止
、
会

員
の
健
康
と
安
全
面
を
第
一
に
考
え
、

本
市
に
お
い
て
も
そ
の
対
応
に
苦
慮
い

た
し
ま
し
た
。

二
月
下
旬
、
定
期
総
会
や
親
睦
旅
行

案
内
の
発
送
を
控
え
、
本
年
度
前
半
の

事
業
の
中
止
を
決
定
。
定
期
総
会
は
理

事
会
に
代
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

理
事
会
も
中
止
し
た
た
め
書
面
に
よ
る

表
決
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
は
郵
送
し

ま
し
た
。

六
月
初
旬
、
感
染
拡
大
が
収
ま
る
見

通
し
が
立
だ
な
い
た
め
、
本
年
度
の
全

て
の
事
業
の
中
止
を
決
定
し
、
会
員
に

通
知
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
状
況
、
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
等
を
見
据
え
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
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が
　い

二

つ

の

生

き

が

い
日

高
　

横
田

武
志

「
生
涯
学
習
」
と
い
う
言
葉
が
言
わ

れ
始
め
て
、
も
う
久
し
い
。
そ
し
て
、

少
し
は
定
着
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

今
、
生
き
が
い
と
し
て
続
け
て

い
る

の
に
二
つ
あ
る
。
「
脳
を
元

気
に
す
る

会

（
脳
元

会
）
」
と
個

人
的
に
は
、
短

歌
・
俳
句
を
詠

む
こ
と
で
あ
る
。

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
段
々
、

人
と
会
う
機
会

が
少
な
く
な
る
。
何
人

か
集

ま
っ
て
、
一
杯
飲
み
な
が
ら

ダ
ベ

リ
ン
グ
す
る
の
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い

い
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
能
が
な

い
。
何
か
心
に

ズ
シ
ン
と
届
く
も
の
が

あ
っ
た
の
ち
に
、
一
杯
や
る
。

そ
こ
で
、
有
志
が
集
ま
っ
て
発
足
し

だ
の
が
「
脳
元

会
」
で
あ
る
。
月
に

Ｉ脳元会スピーチ資料

回
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

学
ん
で
き
た
研
究
を
発
表
す
る
。
あ
る

者
は
心
理
学
、
あ
る
者
は
神
社
学
、
あ

る
者
は
仏
教
哲
学
、
そ
し
て
薬
剤
学
、

地
震
学
と
多
彩
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、

記
紀
、
万
葉
を
含
め
た
古
代
史
。
そ
れ

ら
を
、
交
代
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
。

そ
の
後
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
友
に
し
た

食
事
会
が
意
味
深
長
で
愉
快
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ボ
ケ
防
止
に
始
め

た
短
歌
・
俳
句
の
創
作
で
あ
る
。

短
歌
の
ほ
う
は
、
五
年
前
に
「
高
麗

峠
」
と
題
し
て
、
歌
集
を
出
版
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
俳
句
は
、
ま
だ
そ
こ
ま

で
届
い
て
は
い
な
い
が
、
昨
年
、
「
正

岡
子
規
令
和
記
念
俳
句
大
賞
」
で
大
賞

の
栄
を
賜
り
副
賞
に
五
万
円
の
金
券
を

い
た
だ
い
た
。
俳
句
も
短
歌
も
自
分
の

位
置
を
確
か
め
る
意
味
に
お
い
て
も
、

投
稿
を
続
け
て
い
き
た
い
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
邪
魔

者
が
入
っ
て
「
脳
元
会
」
は
活
動
休
止

中
で
残
念
の
は
か
な
い
。

だ
ん
だ
ん
と
い
ま
乗
っ
て
い
る
小
舟

が
、
彼
岸
の
ほ
う
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
て

い
る
気
が
す
る
が
、
竿
さ
し
て
踏
ん
張

っ
て
い
る
。

東
京
大
空
襲
に
遭
い
、
父
も
家
も
焼

か
れ
て
、
苦
難
の
人
生
で
あ
っ
た
が
、

終
末
期
に
あ
っ
て
は
、
満
足
し
て
ペ
ー

ジ
を
閉
じ
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
小
さ
い
声
で
い
う
が
、
無
上

の
生
き
が
い
は
、
妻
と
と
も
に
今
も
い

る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
を
し

っ

か
り
と
生
き

る

入
間
東
部
　

吉
田
晴
一

今
年
の
三
月
末
ま
で
は
、
市
内
の
中

学
校
で
数
学
を
週
二
日
教
え
て
、
小
学

校
で
は
週
二
日
放
課
後
子
ど
も
教
室
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少
林

寺
拳
法
を
週
二
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
教
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
好
き
な

数
学
と
少
林
寺
拳
法
で
子
ど
も
達
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
回
の
テ

ー
マ
「
生
き
が
い
」
に
つ
い
て
も
す
ぐ

書
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
月
か
ら
学
校
に
子
ど

も
が
い
な
く
な
り
、
少
林
寺
拳
法
も
体

育
館
等
の
関
係
で
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
で
す
。
前
述
の
こ
と
が
出

来
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
三
月
か
ら
六

月
ま
で
の
四
か
月
間
「
生
き
が
い
」
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
七
月
か
ら
は
少

林
寺
拳
法
が
本
来
の
姿
で
は
な
い
で
す

が
少
し
ず
つ
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
も
二
学
期
か
ら
開
校

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
充
実
し
た

日
々
が
再
開
さ
れ
、
そ
れ
が
生
き
が
い

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
私
は
七
十
一
歳
で
す
。
年
齢

の
関
係
で
い
つ
ま
で
も
学
校
に
関
わ
る

事
は
出
来
ま
せ
ん
。
少
林
寺
拳
法
は
先

輩
達
を
み
て
い
る
と
後
十
年
ほ
ど
は
で

き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
今

日本武道館での審判

ま
で
の
よ
う
に
身
体
が
動
く
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
自
分
は
ど
う
生
き

て
い
る
の
か
。
そ
ん
な
事
を
考
え
、
悩

ん
だ
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

私
か
出
し
た
結
論
は
「
い
ま
を
楽
し

み
な
が
ら
し
っ
か
り
生
き
る
」
で
す
。

そ
の
時
々
に
何
を
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
、
一
生
懸
命
実
行
す
る
こ
と
で
す
。

先
日
、
畑
と
庭
の
手
入
れ
を
し
ま
し

た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
芝
生
を
見
な
が

ら
、
こ
ん
な
日
々
が
大
切
な
ん
だ
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、
畑
で
と

れ
た
胡
瓜
や
ト
マ
ト
等
を
肴
に
ビ
ー
ル

を
飲
ん
で
、
昭
和
で
四
〇
年
、
平
成
で

三
〇
年
、
そ
し
て
令
和
で
二
〇
年
を
一

つ
の
目
標
と
し
て
目
指
そ
う
と
思
い
ま

し
た
。
あ
り
き
た
り
で
す
が
、
日
々
の

積
み
重
ね
が
人
生
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
事
に
も
な

り
ま
す
。
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坂
戸
　
松
永
匡
可
　
　

奮
起

千
里
鶯

啼
緑
映
紅
水

村

山

郭

酒

旗

風

匡
可
書
傀

福
寿
無
量

所
沢Ｓ

倉
林
宣
子
　

鳳
仙
花
（
色
紙
）

咳
唾

花

無

Ｑ分
配

狭
山
　

鶴
憲
次
郎

川
越
　
高
橋
喜
美
子

清
風
万
里
の
秋

川
越

山
田
恒
雄

φ
‐

－

弓
原

編
　
集

後
　
記

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
世
の
中
の
生
活

の
有
り
様

が
一
変
し
ま
し
た
。
本
会
報

作
り
も
各
班
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
中
止

さ
れ
た
中
で
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
も
紙
面
議
決
と
い
う
形
と
な
り

顔
を
合
わ
せ
る
事
な
く
物
事
を
決
め
る

事
に
多
少
の
違
和
感
を
持
た
れ
た
会
員

も
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
号
の
紙
面
内
容
と
し
て
は
、
中
止

と
な
っ
た
研
修
旅
行
報
告
の
代
わ
り
に
、

会
報
「
い
る
ま
」

の
歩
み
を
掲
載
し
ま

し
た
。
本
会
の
歴
史
や
こ
れ
ま
で
の
研
修
旅

行
先
な
ど
を
総
覧
し
て

い
た
だ
く
ぺ
１

ジ
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
原
稿
・
作
品
を
お
願
い
し
ま

し
た
皆
様
に
は
、
大
き
な
生
活
の
変
化

の
中
で
し
た
が
、
お
引
き
受
け
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染

が
一
刻
も
早
く
終
息
し
、

会
員
皆
様
の
多
様
な
情
報
が
込
め
ら
れ

た
広
報
誌
作
り
の
出
来
る
状
況
を
願
い

編
集
後
記
と
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
石
井
）

入

間

地

区

退

職

校

長

会

会

報

発
　
行
　

令
和
二
年
十
月
一
日

発
行
者
　
会
長
　
井
上
　

清

発
行
所
　
川
越
市
並
木
新
町
一
〇
－

二
○

印
刷
所

川
越
印
刷
㈱
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9
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